
第８３回県外植物観察会

　　〈開催日〉　　　　　２０２１年１１月１４日（日）
　　〈集合場所＆時間〉　大阪市立大学理学部付属植物園入り口　１０時００分
　　〈参加者〉　　　　　木村達雄・長朔男幹事以下 １５名

　　　　今年度の滋賀植物同好会の活動は、コロナと天候の影響で多くの観察会が中止となりました。この植物園の観察が最後の活動となりました。
　　　　大阪市立大学理学部付属植物園は、日本産の樹木３００種以上集められ、日本各地を代表とする１１種の森を再現しています。
　　　　他にもサクラ山・梅園・果樹園や貴重な水生植物の育成場所などが併設されています。
　　　　（写真は撮影順に掲載しています。）

最寄り駅　京阪私市駅 植物園管理棟前の　シロガネヨシ 観察に出発

クスノキの巨樹 カラタネオガタマ カゴノキの樹皮

ハクサンボク コクサギ ナナミノキの果実

ヘラノキ　（葉が平ら） ナラガシワ ウグイスカグラ

アカシデ ウラジロガシ（葉裏が白っぽい） ムクロジ　（古い樹皮が大きく剥がれる）

大阪市立大学理学部付属植物園を訪ねて



ユリノキの黄葉 ニシキギ モミジバフウ

ウバメガシ イタヤカエデ 休屋で休憩

ノアザミ ツワブキ ヤクシソウ

ヒヨドリバナ アキノキリンソウ ノコンギク

コウヤボウキ コバノミツバツツジに虫こぶ キツネノマゴ



クロガネモチ ヤマアジサイ 野鳥の自動撮影

ラクウショウの呼吸根 メタセコイアの果実 ホコリタケ

フキアゲ アオノリュウゼツラン キミガヨラン

ウォレミパイン（ナンヨウスギ科） イイギリの下で昼食 昼食後記念撮影

イロハモミジの紅葉 ガマズミの果実



ヤブムラサキ シリブカガシのドングリ トチノキの黄葉

コブクザクラ モチツツジ ヘクソカズラの果実

セントルイス・ゴールド（スイレン科） デレクターG.T.ムーア（スイレン科） パラグアイオニバス

シロバナワタ イヌスギナ オオバナイトタヌキモ

デンジソウ ヒメミクリ コガマ

　【感想】  
　　　大阪市立大学理学部付属植物園は、初めて訪れました。樹木園ということで、地味なイメージを持って参加しました。
　　　しかし実際は、大きく違っていました。広大な敷地に多種多様な植物が自然に育成されていて、感心させられました。
　　　また、樹木１本１本に詳しい名板があり、私のような素人が１人で行っても十分楽しめて勉強になります。
　　　花が多く見られる春にも訪れたいと思いました。

村山和夫　


